
H28 1-3年⽣ カリキュラム

臨床技術学科 ／ 専門基礎科目群
授業科目 

公衆衛⽣学

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
地域社会の中で⽣活するすべての⼈々の健康に関する問題や衛⽣⾏政の仕組みなどについて理解し、将来直⾯する健康課題への対応⼒を
習得する。

授業の目的
公衆衛⽣学は原則的に国家の保健・医療・福祉政策（policy）に深く関係しており、⼈⼝統計学、医学、経済学とともに国家の安寧と発展
の最も基本となる学問です。守備範囲は多岐に渡り⼈間を取り巻く内的環境（⽣理、病理）と外的環境（物理体、科学的、⽣物学的）の
基本的関係と原理を知ることを目的としています。

学習目標
1. 公衆衛⽣の意義を説明できる。
2. 衛⽣統計の求め⽅や疫学の⼿法について説明できる。
3. 環境と⼈々の健康との関わりについて概説できる。
4. ライフステージ毎の健康課題について説明できる。
5. 衛⽣⾏政の仕組みや国際保健について説明できる。

授業計画

使⽤図書

担当教員名
瀧⼝ 徹

対象学年 4 対象学科 臨床

開講時期 後期 必修・選択 必修

単位数 2 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 公衆衛⽣学総論 講義 瀧⼝ 徹

2 公衆衛⽣の意義 講義 瀧⼝ 徹

3 ⼈⼝統計 講義 瀧⼝ 徹

4 その他の衛⽣統計 講義 瀧⼝ 徹

5 疫学 講義 瀧⼝ 徹

6 環境と健康（1）地球環境、⽣活環境 講義 瀧⼝ 徹

7 環境と健康（2）感染症の発症と予防 講義 瀧⼝ 徹

8 環境と健康（3）物理的環境、化学的環境 講義 瀧⼝ 徹

9 環境と健康（4）環境リスクの評価、環境検査法 講義 瀧⼝ 徹

10 健康の保持増進（1）栄養保健、⾷品保健 講義 瀧⼝ 徹

11 健康の保持増進（2）⺟⼦保健、学校保健 講義 瀧⼝ 徹

12 健康の保持増進（3）成⼈保健、⽼⼈保健 講義 瀧⼝ 徹

13 健康の保持増進（4）精神保健、産業保健 講義 瀧⼝ 徹

14 衛⽣⾏政、医療制度 講義 瀧⼝ 徹

15 社会保険、社会福祉、国際保健 講義 瀧⼝ 徹

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書

シンプル衛⽣公衆衛⽣ 2013 鈴⽊庄亮、久道 茂、
辻 ⼀郎

南江堂 2015
年

2,500円

平成25版 厚⽣労働⽩書 厚⽣労働省 ⽇経印刷株式会社 2015
年

2,900円

改訂7版 疫学マニュアル 柳川 洋、坂⽥清美 南⼭堂 2015 4,300円



評価⽅法
⼩テスト（20%程度）毎回授業の時に⾏う。
定期試験（80%程度）

履修上の留意点
授業資料を配布します。
公衆衛⽣は扱う範囲が広く、疫学や統計学に裏打ちされており、加えて⾏政と法律にも密接に関連しているため、１回ごとの授業の情報
の量が多いので授業時間中の理解が⼤切です。特に図表の正確な理解が必須です。参考書は図書館に有るので，利⽤してください。

オフィスアワー・連絡先
瀧⼝徹 takiguchi@nuhw.ac.jp IA511 ⽔曜⽇を除く 9:30-17:00

年

疫学辞典 第5版 (⽇本疫学会訳） Miquel Porta （財）⽇本公衆衛
⽣協会

2010
年

3,300円

⽇本の疫学 放射線の健康影響の研究
の歴史と教訓

重松逸造 医療科学新書 1,200円＋
税

その他の資料


